
技術分類

技術名称  Atras Drive  Civil-EDITION 担当部署 常務理事

NETIS登録番号 申請手続き中 担当者 西　保幸

社名等 九州地方計画協会(運用：㈱ｼﾋﾞﾙｳｪﾌﾞ) 電話番号 092-473-1057

技術の概要

国の機関　 ６　件　（九州　　６件　、九州以外　0件　）　
自治体　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
民　 間　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　

２．技術の内容

５．活用実績

 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　コスト　　ICT　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

従来、公共工事における契約の適正な履行として段階確認、材料確認、立会を行う際は、発注者が現
場に臨場し、検査・確認を行っていました。受注者側には非効率な手待ち時間・膨大な確認書類、発注
者側には非効率な移動時間の問題がありました。そこで、受発注者の作業効率化を図るとともに、契約
の適正な履行として施工履歴を管理するために、国土交通省が「建設現場の遠隔臨場に関する試行要
領(案)」を発し対策を講じたこと、及び新型コロナウィルス対策による人との接触を回避することが必要と
なったことにより、従来方式からのプロセスの変更が急務となりました。

スマートグラスを通じて現場状況をリアルタイムに配信共有できるシステムです。本技術により、今まで
現場への臨場が必要となっていた発注者による検査・確認業務等が遠隔地（事務所内）にいながら実施
確認可能となります。

スマートグラス装着者の目の前の映像を、遠隔地にいる確認者と共有することが可能となり、確認者は
現場の状況を、映像と音声を通じて自分自身で視ているかのようにリアルタイムに確認することができま
す。確認者は、配信された映像、音声を録画でき、情報共有が容易になります。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

現場臨場のための移動時間を大幅に削減できることにより
・立会のたびに発生する移動時間が必要なくなるため、発注者・受注者双方の業務効率が大幅に向上
・現場に赴く必要がないため、乗用車移動による事故リスクが低減
・移動による燃料費やCO2の削減

４．技術の適用範囲

・インターネット通信が可能な場合
・遠方現場：臨場するための移動に時間を要する場合
・施工時において、現場と発注者双方で、早期の判断や確認が必要となった場合
・災害等により、緊急を要する現地状況の確認、情報共有が必要な場合

※別紙
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